
　年間最大の商戦期と
期待の大きいクリスマス
の結果が振るわないまま
迎えた、国内最大級の国
際宝飾展IJT（1月20日
～23日、東京ビッグサイ
ト）は、来場者はいるよう
な気がするけれど商談に
繋がらない4日間を過ご
した出展者が少なくなかったようだ。
　東京オリンピック・パラリンピック開
催の影響により、いつもの東展示ホー
ルが使えず、西展示ホールに会場を移
した。来場を拒むほどの違いはなかっ
たが、1階のA会場、4階のB会場と離
れた会場構成は不便であった。会場内
で開かれるイベントもなく、満員御礼と
なったセミナーは会議棟での開催のた
め、その賑やかさがメイン会場に及ぶ
ことはなかったように感じた。
　一方で、同時開催された「第8回ガー
ルズジュエリーEXPO東京」は、1階A
会場の外に設置され、好立地だったた
めに賑わっている感が出ていた。
　会場については仕方がないのだが、
慣れない構成の会場を巡る苦労を多
少感じさせるのは否めない。狭い通路
も小さなジュエリーを見て回るには不
適切に思われた。狭い通路だからこそ
賑わう効果もあると別の展示会で聞い
たことがあるが、商談席のほとんどない
ブースが集合していると、数人が集まる
だけで通路は一杯となり、その横を通
過するのが億劫に感じられた。来場者
×商談数=通路幅という計算式が成り
立つのではないかと想像してしまう。

　また、開催初日は例年、宝石店の休
みが多い水曜日に当てられてきたが、
今年は月曜日からの4日間となり、初日
から会場はガラガラ。例年だと初日は
取材するどころではないのだが、今回
は特に1階A会場に至っては、どこの
ブースを回っても取材ができてしまうほ
ど絶不調の来場者数となった。
　主催者発表によると、来場者数は2
万4118人（初日8015人、2日目7564
人、3日目4656人、4日目3883人）とな
り、昨年と比べ2241人の大幅な減少と
なった。

　ほとんどの出展者から来場者数が
少ないと感じているという声が聞かれ
たが、4階B会場からは「まぁまぁ多い」
との感触を得ている出展者がいたのも

事実。4階B会
場には人を集
める「パール」
「セカンドジュ
エリー」「宝飾
関連／催事商
材ゾーン」がま

とまって出展していた影響が顕れたと
いうことだろう。
　昨年度は前年より170名ほど増えた
結果で、ほぼ横ばいの来場者数とな
り、海外バイヤーは激減したと言われ
た。今年は海外バイヤーがチラホラ見
られた程度で昨年同様か、それ以下に
感じられた。そして出展者の大半の予
想通りに海外バイヤーによる勢いは昨
年同様に感じられなかった模様だ。
　もう少し昔は最善を求める出展者の
声があちこちから聞こえてきたように思
う。それだけ真剣に展示会の在り方を
考えている出展者が多かったように感
じる。SALEの張り紙や来場者の質につ
いて日本ジュエリー協会の理事たちが
積極的に関心を寄せている様子が見
受けられたことを思い出す。いつからだ
ろうか会場を歩いていても協会関係者
だけでなく、主催者や担当者にも出会う

ことが少なくなったのは。今回はオー
プニングイベントがなかったからか、
役得を喜び芸能人との夜のパー
ティーに出席している関係者の印象
しか残らなかった。これも展示会の
在り方が変わったからなのだろうか。
　また今回は、一般消費者の来場を
気にする声が多かった。その中に主
催者がSNSなどで案内する文言に
「大幅値引きで購入できる」や「お買
得商品」という言葉が目立つ。さらに
「会期中限定の特別価格で購入で
きということで、宝石は毎年一度必
ずここで買うというリピーターが続
出」といういかにも一般消費者に向
けたような投稿が行われている。こ
のことを聞いた関係者や出展者は怒
りを顕にしていた。
　この件に関しては、本紙では少な
からず昨年同時期のリポートで同様
の内容を掲載し、警笛を発している。
また一般に向けられたような文言は
今に始まったわけではない。もっと前
から行われていることで、出展者や関
係者による関心の無さに問題がある
と思っている。
　一般消費者のような来場者につ
いても昔から変わっていない。特に

厳しいセキュリティやチェックがあるわ
けではない。出展者がいかにも一般消
費者だと思われる人たちに、会場入口
で名刺を配り、入場させている光景も
目にしたことがある。
　「難しい問題」だと手をこまねいている
だけでは何も変わることはない。このまま
各社がそれぞれ目の前のことだけを追
い、業界に横串のないまま進んでいくと、
宝飾産業としての力が止めど無く衰退し
てしまうことを危惧する。主催には日本
ジュエリー協会も名を連ねている。なん
の効力や改善も期待できないのならば、
出展者たちによる出展者委員会を立ち
上げるのも一つの手である。業界の発展
には事業の継承が不可欠である。継承
するためには、成功の事業、欠陥のない
事業を次世代に渡すことが必要であり、
出展者でなくとも、まずは自身が属する
業界に少しでも関心を持つことが一番

の解決策に繋
がるかもしれ
ない。早急な
テコ入れが必
要だと感じる。

2241人と激減した国際宝飾展IJT
真剣に展示会の在り方を考える出展者が求められている
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